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むかし、 ある 田舎の 小さな 町に、 甚兵衛 というい たつ 

へ た にんぎょ うつか ぼん 

て 下手な 人形使いが いました。 お 正月 だのお 盆 だの、 

まつ ぉリ にぎ 

または いろんな お祭りの 折に、 町の 賑やかな 広場に 

小屋が け をして、 さまざまの 人形 を 使いました。 けれ 

どもたい へん 下手です から、 見物人が さっぱり ありま 

ひじょう こま ば か 

せんで、 非常に 困りました。 「甚 兵衛の 人形 は 馬鹿 人 

形」 と 町の 人々 はいって いました。 

甚兵衛 は 口惜しくて たまりませんでした。 それでい 

くふう じょうず 

ろい ろ 工夫 をして、 人形 を 上手に 使おうと 考えました 



ひるま おそ 

て、 昼間で も 恐ろしい ような ところでした。 けれども 

じんべ え じょ うず 

甚兵衛 は 一心にな つて、 どうか 上手な 人形使い になり 

かみさま ねがい 

ますよう にと、 神様に 願いました。 

ある 日の こと、 甚兵衛 はいつ ものと おりに、 その 

おみや ひざ まづ なが あいだ いの 

神社の 前に 跪 いて、 長い間お 祈り をし ました。 そ 

して ふと 顔 を あげてみ ますと、 自分の すぐ 眼の 前に、 

ま つ < ろ 

真黒な ものが つつ 立って いました。 甚兵衛 はび つくり 

して、 あつ！ といった まま、 腰 を 抜さん ばかりに なつ 

たお まっくろ 

て、 そこに 倒れ かかりました。 すると その 真黒な もの 

が、 からからと 笑いました。 甚兵衛 は 二度び つくりし 

なが さる 

て、 よくよく 眺めます と、 それ は 一 匹の 猿でした。 



しろ ひげ じい ゆくえ うらな 

の白髯 のお 爺さんの 前へ 行って、 人形の 行方 を 占つ 

て もらいました。 

お爺さん はしば らく 考えて いました が、 やがてこう 

い いました。 

「はは あ、 わかった わかった。 その 人形 は 地獄に &る。 

訳 はない から 取りに 行く がいい」 

甚兵衛 はび つくりして、 なお いろいろ 尋ね ましたが、 

しろ ひげ じい め こた 

白髯 のお 爺さん は 眼 をつ ぶった きり、 もうなん とも 答 

えません でした。 

かえ さる 

甚兵衛 は 家に 帰って、 その 話 を 猿に いってき かせ、 

うらな しゃ ことば じごく い 

占い 者の 言葉 を 二人で 考えて みました。 地獄に 居る 



も つ とも とうぞく おど 

ていました。 それ も 道理です。 盗賊 ども は 人形 を 踊ら 

ち I つ さる 

して、 金儲け をす るつ もりで したが、 中に 猿が はいつ 

ていないん ですから、 人形 は 踊れよう わけが ありませ 

とうぞく はら ひ 

ん。 盗賊 ども は 腹 を 立てて、 人形の 首 を 引きぬ き、 手 

ほんどう すみ なす お 

足 を もぎ 取って、 本堂の 隅つ こに 投げ捨てて 置いた の 

さる おに 

です。 それ を 見て 猿 は、 鬼の 人形の 中から どなりつけ 

ました。 

ふ つ ご う や つ 

「不都合な 奴 だ。 しかし おとなしく 人形 を だした から、 

いのち たす 

命 だけ は 助けて やる。 どこへ なりと いってし まえ。 

どろぼう ゆる 

また これから 泥坊 をす ると 許さん ぞ」 

とうぞく ふる に 

盗賊 ども は 震え あが つ て、 逃げう せて しまいました。 



さる おに こわ 

猿 は 鬼の 中からで てきて、 甚兵衛 と 二人で、 壊れた 

だ ひじょう かな 

人形 を 抱いて、 非常に 悲しみました。 けれども、 いく 

力な し 力た こわ 

ら 悲しんでも いまさら 仕方はありません。 二人 は 壊れ 

た 人形 を 持って、 & 舎の 町へ 帰りました。 

もう こわ 

甚兵衛 はもうた いへん 金 を 儲けて いました し、 壊れ 

た 人形 を 見る と、 再 ひ 人形 を 使う 気に もな リ ません 

さる みやこ けんぷつ もと 

でした。 猿 も 都 を 見物し ましたし、 そろそろ 元の 山 

に もどりた くな つてる 折でした。 それで 二人 は、 壊れ 

りっぱ つくろ おみや おさ 

た 人形 を 立派に 繕 つて、 それ を 山の 神社へ 納めました。 

さる 

猿 は 山の 中へ もどりました。 

甚兵衛 は、 もう 誰が 頼んでも 人形 を 使いません でし 
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